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(54)【発明の名称】 内視鏡の操作部汚染防止用カバー

(57)【要約】
【課題】湾曲操作部材ごと内視鏡の操作部を包み込んで
操作部の汚染を確実に防止することができ、しかも内視
鏡使用時には良好な湾曲操作性を得ることができる内視
鏡の操作部汚染防止用カバーを提供すること。
【解決手段】柔軟な材料により操作部１０を包むように
形成され、湾曲操作部材１３を包む部分３は突端部分が
塞がれた筒状に形成されて軸線方向に押し潰され、湾曲
操作部材１３と操作部ボディー１２の表面との間の空間
において蛇腹状に畳まれた状態に配置されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部に設けられた湾曲部を遠隔操作によ
って屈曲させるために軸周りに回転操作される湾曲操作
部材が、上記挿入部の基端に連結された操作部ボディー
から突出する軸体に取り付けられた構成の内視鏡の操作
部を被覆するカバーであって、
柔軟な材料により上記操作部を包むように形成され、上
記湾曲操作部材を包む部分は突端部分が塞がれた筒状に
形成されて軸線方向に押し潰され、上記湾曲操作部材と
上記操作部ボディーの表面との間の空間において蛇腹状
に畳まれた状態に配置されていることを特徴とする内視
鏡の操作部汚染防止用カバー。
【請求項２】上記湾曲操作部材が、相互に独立して回転
操作されるように軸線方向に位置をずらして配置された
二つの操作ノブを含んでいて、その二つの操作ノブの間
の部分においても筒状部が軸線方向に押し潰されて蛇腹
状に畳まれた状態に配置されている請求項１記載の内視
鏡の操作部汚染防止用カバー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の操作部
が使用中に汚染されないようにカバーをするための内視
鏡の操作部汚染防止用カバーに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡を介して患者から患者への感染が
起きないようにするためには、内視鏡の操作部を汚染さ
れないようにカバーすることが望ましい。
【０００３】そこで、例えば特開平４－３２５１３８号
に示されるように、操作部をシート状のカバーで包んだ
状態で使用するようにしたものや、実開平６－６８７０
８号に示されるように、操作部を包むカバーを袋状に形
成して操作部全体を包み込むようにしたもの等がある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡の操作部では一
般に、挿入部に形成された湾曲部を遠隔操作によって屈
曲させる湾曲操作部材が操作部ボディーから側方に突設
されており、汚染防止のためにカバーで包まれた操作部
であっても湾曲操作部材を軸周りに回転操作する必要が
ある。
【０００５】しかし、湾曲操作部材をカバーで包み込む
と、カバーの外側から湾曲操作部材を回転操作すること
になるため、湾曲操作部材の動作が著しく規制されて湾
曲操作性が損なわれる欠点がある（実開平６－６８７０
８号）。
【０００６】また、湾曲操作性が損なわれないように、
カバーに形成した孔から湾曲操作軸をカバー外に突出さ
せて、その軸に湾曲操作ノブを着脱できるようにする
と、湾曲操作ノブの着脱が面倒になるだけでなく、孔部
分からカバー内に汚液が浸入して操作部が汚染されてし
まう恐れが生じる（特開平４－３２５１３８号）。
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【０００７】そこで本発明は、湾曲操作部材ごと内視鏡
の操作部を包み込んで操作部の汚染を確実に防止するこ
とができ、しかも内視鏡使用時には良好な湾曲操作性を
得ることができる内視鏡の操作部汚染防止用カバーを提
供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の操作部汚染防止用カバーは、挿入
部に設けられた湾曲部を遠隔操作によって屈曲させるた
めに軸周りに回転操作される湾曲操作部材が、挿入部の
基端に連結された操作部ボディーから突出する軸体に取
り付けられた構成の内視鏡の操作部を被覆するカバーで
あって、柔軟な材料により操作部を包むように形成さ
れ、湾曲操作部材を包む部分は突端部分が塞がれた筒状
に形成されて軸線方向に押し潰され、湾曲操作部材と操
作部ボディーの表面との間の空間において蛇腹状に畳ま
れた状態に配置されているものである。
【０００９】なお、湾曲操作部材が、相互に独立して回
転操作されるように軸線方向に位置をずらして配置され
た二つの操作ノブを含んでいて、その二つの操作ノブの
間の部分においても筒状部が軸線方向に押し潰されて蛇
腹状に畳まれた状態に配置されていてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は内視鏡の操作部汚染防止用カバー１を
単体で示し、図３はそのカバー１内に内視鏡の操作部１
０が入れられた状態を示している。
【００１１】内視鏡は、挿入部可撓管１１の基端に操作
部１０が連結されていて、操作部ボディー１２から側方
に突出する軸体１４に取り付けられた湾曲操作ノブ１３
を軸周りに回転操作することにより、挿入部可撓管１１
の先端部分に設けられた湾曲部１５を二点鎖線で示され
るように遠隔的に屈曲させることができるようになって
いる。
【００１２】湾曲部１５の先端には、観察窓等が配置さ
れた先端部本体１６が連結されている。１７は、図示さ
れていない光源装置に接続されるライトガイドケーブル
であり、操作部１０から後方に向けて延長している。
【００１３】カバー１は、内視鏡の操作部１０全体を包
むことができるように、例えばポリプロピレン、ポリエ
チレン又は四フッ化エチレン樹脂などを素材とする薄く
て柔軟なシート状の材料を操作部１０の形状に合わせて
成形して形成されている。
【００１４】カバー１は、内視鏡の操作部１０を出し入
れし易いように後部側が開いた形状に形成されていて、
その部分の縁部には、内視鏡を包んだ後で開口縁をピッ
タリ閉じるための感圧接合剤２が取り付けられている。
【００１５】また、カバー１の湾曲操作ノブ１３を包む
部分３は、突端部分が塞がれた筒状にカバー１から側方
に突出して形成されており、図４に示されるように、そ
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の筒状部３のカバー１からの突出量は、操作部ボディー
１２からの湾曲操作ノブ１３の突出量より遙に大きく
（例えば２倍程度に）設定されている。
【００１６】そして、内視鏡の使用準備段階において、
図１に示されるように、筒状部３を軸線方向に外側から
押し潰すことにより、湾曲操作ノブ１３とそれに隣接す
る操作部ボディー１２の表面との間の軸体１４の周囲の
空間において、筒状部３が蛇腹状に畳まれた状態にされ
ている。３ａが、その蛇腹状部分である。
【００１７】その結果、図５に示されるように、湾曲操
作ノブ１３を回転操作する際に、カバー１の筒状部３の
外側から湾曲操作ノブ１３を摘んで回転させると、筒状
部３が蛇腹状部分３ａにおいて捩じられるので、さほど
大きな抵抗力が発生することなくスムーズに操作するこ
とができる。
【００１８】なお、図６に示されるように、上下方向用
湾曲操作ノブ１３と左右方向用湾曲操作ノブ２３とが、
相互に独立して回転操作されるように軸線方向に位置を
ずらして配置されている場合には、筒状部３を二つの湾
曲操作ノブ１３，２３よりさらに高く突出するように形
成する。
【００１９】そして、図７に示されるように、筒状部３
を軸線方向に押し潰すことにより、二つの湾曲操作ノブ
１３，２３の間の部分においても筒状部３を蛇腹状に畳
まれた状態にすることができ、二つの湾曲操作ノブ１
３，２３を各々スムーズに回転操作することができる。
【００２０】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば図８に示されるように、筒状部３の
突端３ｂは直線状に封止してもよい。また、カバー１を
弾力性の大きな材料により袋状に形成して、感圧接合剤
２を用いる必要がないようにしてもよい。
【００２１】
【発明の効果】本発明の内視鏡の操作部汚染防止用カバ
ーは、湾曲操作部材を含めて操作部を包み込んでいるの*
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*で、操作部の汚染を確実に防止することができ、さら
に、湾曲操作部材を包む筒状部が湾曲操作部材と操作部
ボディーの表面との間の空間において蛇腹状に畳まれた
状態に配置されていることにより、湾曲操作に伴って筒
状部の蛇腹状部分が捩じられた状態になるので、さほど
大きな抵抗力が発生することなくスムーズに湾曲操作を
行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の操作部にカバーを被せ
終わった状態の正面略示断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の操作部汚染防
止用カバーの斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施例の操作部にカバーが被せ
られる途中の状態の斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施例の操作部にカバーが被せ
られる途中の状態の正面略示断面図である。
【図５】本発明の第１の実施例の湾曲操作状態の部分正
面図である。
【図６】本発明の第２の実施例の操作部にカバーが被せ
られる途中の状態の正面略示断面図である。
【図７】本発明の第２の実施例の操作部にカバーを被せ
終わった状態の正面略示断面図である。
【図８】本発明の第３の実施例の内視鏡の操作部汚染防
止用カバーの斜視図である。
【符号の説明】
１  カバー
３  筒状部
３ａ  蛇腹状部分
１０  操作部
１１  挿入部可撓管
１２  操作部ボディー
１３  湾曲操作ノブ（湾曲操作部材）
１４  軸体
１５  湾曲部
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要解决的问题：提供一种能够通过将内窥镜的操作部分与弯曲操作构件
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用柔性材料包围操作部分10的部分3被包围在弯曲操作构件13中并形成为
管状形状，其具有封闭的突出端部，沿轴向压碎，以及弯曲操作构件13
并且操作部分主体12的表面呈波纹管状。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/08e0b3bd-e35c-4022-b7f4-eb8b6898b302
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/019150988/publication/JP2003135373A?q=JP2003135373A

